


















































2012 年～ 2014 年までの約 10 回の訪問時のヒアリングによるものである。）
１　竹富町の世界文化遺産提案書提出とその後
　2006・07 年度に文化庁が全国に公募したユネスコ世界文化遺産提案に応じて、



























































































































を問わず、異論や慎重論が出ており……」と報道され(13)、2006 年 12 月の竹富町
定例議会で「波照間の嘉良直氏は 14 日の一般質問で『( 島の住民が理解している









































（2012 年 8 月にヒアリング）。立場上、「竹富・波照間の文化的景観」計画につい
てコメントはしづらいため、その計画の精神は自然遺産登録をめざした取り組み
に引き継がれている、と間接的に伝えたかったのであろうと察せられる。











































































































この形式は 1700 ～ 1800 年代にかけて首里王府から派遣された役人によってもたらされた
という説があり、奉納芸能は役人をもてなす余興として 1700 ～ 1800 年代ごろに導入され



































































































































































ユ ー ム チ
持ち）、収穫する（世

































「タナドゥイヤ ヌチガフヌ マツリ シマトゥトゥミ ウツグミ マムリオーラ （種子取祭は
命果報の祭り。いつまでも力を合せて守り育てていきましょう）」はテードゥンヒトゥ（竹
富人）の信条です。種子取祭を支えるのは昔も今も「ウツグミ」という協調精神です。「ウ










































































































落）、2013 年度の上野寛さん（西集落）の例がある。三浦さんは NPO の職員を経て、
現在は観光業の T 交通に勤める来島約 10 年の方で、「保育園の子たちの目の輝
きをみて、息子をこの島で育てたいと思った」という。氏と親交がある新田初子
さん（民宿新田荘の女将で神司）によれば、三浦さんは「タナドゥイの時をはじ





























今年（2014 年）『御前風』で初めて出た。祭は “ 竹富らしさ ” が一番出る時だと
思う。祭に参加している時が、もっとも自分を“島人”と感じることが出来る時だ。























































いう実感がある」という。これは前述の阿佐伊拓さんが「“ 宗教 ” とか “ 信仰 ”














































1 日目（玻座間） 2 日目（仲筋）
　１ ホンジャー（長者） 　19 うりずんの詩 　１ ホンジャー 　15 鳩間節
●２ 弥勒（ミルク） 　20 伏山敵討 ●２ 弥勒 ●16 仲筋ぬヌベー
　３ スー踊 　21 むりか星 　３ シドゥリャニ ●17 父子忠臣
　４ 鍛冶工 　22 竹富口説 ●４ かぎやで風 　18 扇子舞
●５ 赤馬節 　23 ペーク漫遊記 　５ 揚作田節 ●19 畑屋ぬ願い
　６ 八重山上り口説 　24 しきた盆 　６ 天人 　20 まんのーま節
　７ 組頭 　25 安里屋 　７ たのりゃー 　21 崎山節
　８ ササラ銭太鼓 　26 やいま 　８ 赤またー節 　22 揚古見ぬ浦
　９ 上原ぬ島節 ●27 種子取節 ●９ 種子蒔 　23 長刀
　10 世持 　28 ガイジンナー 　10 蔵ぬぱな節 　24 する掬い・蛸捕り
　11 みやらび 　29 まんのー ●11 竹富節 　25 古見の浦節
●12高那節 　30 まへらつ 　12 盛山ぬドッケマー 　26 かたみ節
　13 元たらくじ ●31 真栄 　13 夜雨節 　27 サングルロ
　14 竹富育ち 　32 谷茶前 　14 仲良田節 ●28 鬼捕り　
●15 世曳き 　33 かたみ節
●16 祝種子取節 　34 組長刀
























































































































































































































である行事の一プログラムとして行われた（2012 年 11 月 18 日）。形式は白保集
落の５つの地区（班）ごとのグループ発表で、各班、最初に一人ずつサブムニ（白
保言葉）で自己紹介を行う。自己紹介というのは八重山各地で定型的な、「私は

































































上になると、一人で字数にして 600 字を越えて、3 分間以上堂々と話す子もいる。
グループの場合は寸劇を披露する。白保や川平の方言発表会とは、喩えていえば
高校野球と小学生のリトルリーグくらいの差があるといっても過言ではない。























る。三浦家の R 君の場合、「先生」は新田初子さんである。2012 年（小学校５年
生）は「果て無し話」と題して、上勢頭亨さんの『竹富島誌』民話・民俗編 p56
にも載る蛙の遠足の話。2013 年は海の魚たちを擬人化した「竜宮の成人式」。中
学 1 年生となった 2014 年は「アシブヌッスルヌハナシ」という題で、その夏に
汗もが出来て治るまでに難儀した自らの体験談に、島の昔の実話を結び付けた
凝った構成になっており（51）、年々グレードアップしているのがわかる。






　　　　　　　   写真５　　　　　　　　　　　　　　　　           写真６
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1904 年 5 月の『琉球新報』のルポルタージュがある。その紹介文には勤勉・活発・
清潔・共同一致・困苦への耐性・諧謔・旅客へのホスピタリティー等が美徳とし
て列挙されている。これらが今も続いていると説明されることが恒例であるが、






























観」こそ、竹富島の景観である。原文で “organically evolved landscape”“the 

















































































































































































































































































































































































(2) 2014 年 10 月 31 日現在。喜宝院蒐集館の上勢頭芳徳館長作成「竹富島の概況」による。
(3) 竹富町商工観光課「平成 26 年度　月別入域観光客数」による。1 月～ 11 月の統計。
(4) 2004 年に町長に就任した大森武氏は、前町長の指針を継いで、西表島を自然遺産に、竹
富島を文化遺産に、という構想を掲げていた。『八重山毎日新聞』2005 年 6 月 13 日記事
「自然環境課の設置提案か　6 月の竹富町定例議会きょう開催：西表島など世界遺産へ」
同 2006 年 3 月 11 日記事「重点施策に波照間海底送水など４点　大森町長施政方針」、同
2006 年 7 月 29 日記事「世界遺産登録推進協が発足　西表、竹富の登録目指す」等参照。
(5)『八重山毎日新聞』2013 年 12 月 27 日記事「西表島含む 4 島を候補地　外来種対策等取




















(10)「世界文化遺産特別委員会における調査・審議の結果について」平成 19 年１月 23 日 文
化審議会文化財分科会 世界文化遺産特別委員会
(11) 『八重山毎日新聞』2007 年 8 月 15 日記事「10 月にフォーラムを開催へ　竹富町世界遺
産推進協議会：登録に向け機運盛り上げ　文化遺産アピール性を重視、提案内容見直し」、
同 2007 年 11 月 23 日記事「イノーと生活のかかわり明示　芸能神事、文化的景観を強調
　世界文化遺産登録学術検討委」等参照。
(12)「我が国の世界遺産暫定一覧表への文化資産の追加記載に係る調査・審議の結果につい
て」平成 20 年 9 月 26 日 文化審議会文化財分科会 世界文化遺産特別委員会
(13) 『八重山毎日新聞』2007 年 1 月 10 日記事「竹富町の世界遺産登録　今年から作業が本
格化」
(14)『八重山毎日新聞』2006 年 12 月 20 日記事「前途多難な世界遺産登録　地元、与党が『合
意問題』指摘」
(15)『八重山毎日新聞』2007 年 4 月 4 日記事「世界遺産に関する説明会 9 日からスタート」、
同 8 月 15 日記事「10 月にフォーラムを開催へ　竹富町世界遺産登録推進協議会」等参照



































大学沖縄文化研究所『沖縄文化研究』27 号、2001 年 3 月
（21）狩俣恵一「竹富島の種子取祭」『芸能の原風景』改訂増補版、全国竹富島文化協会編、
2003・11 月　＜初版 1998・2 月＞
（22）秋山裕之「祭にみるアイデンティティの保持と継承―事例：竹富島の種子取祭―」『沖
縄民俗研究』第 17 号　1997 年３月　沖縄民俗学会
（23）森田真也「観光にとっての祭礼、地域にとっての祭礼―沖縄竹富島の種子取祭から」『現
代民俗学の地平３　記憶』岩本通弥編　第八章　2003 年 10 月
（24）家中茂「コミュニティと景観―竹富島の町並み保全」鳥越皓之・家中茂・藤村美穂編『景
観形成と地域コミュニティ』第２章　2009 年 2 月
（25）谷沢明「祭りをとおしてみる地域社会～事例研究：沖縄県竹富島の種子取祭～」愛知
淑徳大学『現代社会研究科研究報告』第 6 号　2011 年 3 月
（26）ダイドードリンコ『日本の祭』2013 年　番組制作：RBC 琉球放送、放送：12/22（日）
16:00 ～ 16:54「ダイドードリンコスペシャル うつぐみで捧げる竹富島の種子取祭」より
　　　http://www.dydo-matsuri.com/archive/2013/tanadoui/








る（2011 年 10 月、竹富町史編集委員会）。筆者も十数度の訪問を通じて、公的な会合の
みならず、仕事後の夜によく議論をする伝統が、若手にも受け継がれていることを実感
している。




大学紀要』第十二巻　1994 年 3 月、註（23）論文等。
(31) 森裕亮「沖縄における自治公民館と公民館事業の展開―「最大動員システム」による
人材育成の課題―」『変貌する沖縄離島社会：八重山における地域「自治」』杉本久美子・




(33)  2011 年に飛騨古川で開催された「第 34 回全国町並みゼミ」における藻谷浩介氏の講
演で聴いた言葉だという。なお論文に使用された例として、佐藤純一氏「対米欧姿勢の
アンバランスを反省する―文化の史伝子的観点から」(『日本文化』11 号、2003 年 拓殖
大学日本文化研究所 ) 参照。
(34)　上勢頭芳徳「竹富島の五つの地域力」（『八重山毎日新聞』2003 年 1 月 1 日）に「人
314 人中、竹富島の DNA を持っていない人が 104 人いる」とある。1998 年 6 月『情報や
いま』所収の同氏「竹富島 21 世紀物語」には「島のＤＮＡは持っていないが、Ｉターン
して来る人も増えました。人口 276 人中 73 人はそんな人達です。」とあるので、移住者
の占める割合の増加が顕著な時期があったことがわかる。
(35) 上勢頭芳徳「竹富島の行き方・竹富人の生き方」『情報やいま』2007 年 4 月
(36) 『朝日新聞デジタル』2014 年 8 月 12 日　「島めぐり」 八重山＜６＞「移住２０年 家族と
別れても選んだ青い海」
(37) Area Magazine 007「沖縄県・竹富島　うつぐみの心はサビない。」 (2013 年 5 月 24 日取
材：松井亜芸子 ) p95『ＣＯＬＯＣＡＬ　マガジンハウス　Local Network Magazine 』  
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   http://colocal.jp/area-magazine/no07-taketomijima/
(38) 新田初子「心は形に表れる」『うつぐみの竹富島』（大塚勝久写真集）2005 年 10 月
(39) 上勢頭同子「竹富島の伝統芸能継承の取り組み」『沖縄の御嶽とアジアの聖なる空間』
平成 15 年度沖縄国際フォーラム報告書　国際交流基金
(40)　座談会「豊年祭に参加しよう」『星砂の島』第 14 号　2012 年 10 月　全国竹富島文化
協会
(41) 註 22 論文
(42)『八重山毎日新聞』2013 年 11 月 17 日 記事「島は種子取祭一色」
(43) 註 21 所収の台本による。
(44)『あゆみ　No57』竹富小中学校 PTA 会報　平成 25 年度
(45)『竹富町史 第２巻竹富島』ｐ 36、「竹富町の人口動態表」による。2011 年　竹富町史
編集委員会
(46) 2007 年夏、当時 NPO たきどぅん勤務の飯田泰彦氏（現・竹富町教育委員会）の教示。『八
重山毎日新聞』2008 年 8 月 18 日社説「『方言検定』実施を：スマムニ　どう習得させる
かが最重要課題」にも「八重山でも依然方言が盛んな竹富島や白保、川平などで方言大会、
真栄里で方言講座が行われている」とある。
(47) テードゥンムニ大会と 3 年連続で同日同時間帯の開催であったため、見学が遅れた。
(48) 『八重山毎日新聞』2008 年 8 月 24 日記事「川平児童生徒らが熱弁　スゥマムニィ大会」
(49) 『沖縄タイムス』2013 年 9 月 7 日記事「テードゥンムニで思い出披露」
(50) 石垣島ではこのほか、実地に未調査ではあるが白保の隣の宮良の取り組みが注目され
る。2008 年頃から、婦人会が外部出身の嫁に方言を伝える取り組みに力を入れており、
2013 年 1 月に『メーラムニ < 宮良方言 > 用語便覧』（石垣實佳著）という約 280 頁の書
籍が出版されているのは、婦人に限らず集落全体で方言継承を重視していることの一つ
の実りであろう。『八重山毎日新聞』2008 年 5 月 12 日記事「『メーラムニ』話せる嫁に：
宮良婦人学級開級に 100 人余」、2014 年 3 月 1 日記事「朝の時間に方言教室　宮良小学校」
等参照。筆者がよく訪れる白保で、近年 U ターンしてきた青年から、宮良では（青年が）
年配者と話すときは方言で会話をする、と聞いたこともある。




(53) 註 51 の資料から筆者が作成
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(55)『竹富町波照間島の歴史的景観の保存・活用調査　報告書』p38　2006 年 3 月 財団法人
日本ナショナルトラスト




編 2012 年 6 月
(58) 『波照間島のムシャーマ―南国の豊年祈願と祖先供養の祭典―』1982 年　波照間民俗芸
能保存会
(59)「平成 24 年ムシャーマ」波照間公民館　平成 24 年 8 月 31 日
(60) 上野和男「波照間島の祖先祭祀と農耕儀礼―ムシャーマ行事を中心とする盆行事の考
察」『国立歴史民俗博物館研究報告』第 66 集、1996 年 3 月









(64) 註 21 所収の台本による。
(65) 得能壽美『近世八重山の民衆生活史』2007 年
(66) 上勢頭亨『竹富島誌』民話・民俗編ｐ 2「幼児の工夫した新型造船の話」　1976 年
(67)『竹富町史 第２巻竹富島』第 2 章「歴史と伝承」第３節・第６節（執筆：得能壽美）
2011 年　竹富町史編集委員会
(68) 註 67 同書第 2 章第 10 節「廃藩置県後の島の変遷」（執筆；阿佐伊孫良）参照。
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(69) 上勢頭芳徳「竹富島のシマづくり」『しまたてぃ』第 13 号　2000 年 7 月　沖縄しまた
て協会











(75) 阿佐伊孫良「故郷の誇り」 大山正夫『続・昭和の竹富』1991 年
(76) 福田珠己「赤瓦は何を語るか―沖縄県八重山諸島竹富島における町並み保存運動」『理
地理学評論 Ser.A』69 巻 9 号　1996 年 9 月
(77) 『竹富町史 第２巻竹富島』第 2 章「歴史と伝承」第 14 節～ 15 節等参照。2011 年　竹
富町史編集委員会
(78) 池ノ上真一氏は註 63 研究書において、ツーリズムを「地域のホストと他地域から訪れ
るゲストの２主体が旅やツアーといった地域間の移動行為を成り立たせることに関わる
事象全てを対象とする概念」と定義している。
(79) 平成 22 年国勢調査等に基づく「人口統計ラボ」によると、波照間島の就業者人口 271
人のうち、「農林漁業従事者」は 98 人、サトウキビ工場と思われる「生産工程従事者」
15 人である。一方竹富島は、就業者 157 人中、農林漁業は 8 名（えび養殖と牧場）で、「サー
ビス業」75・「販売」12・「輸送・機械運転」18 と、観光業が中心となっていることが確
認できる。　 http://toukei-labo.com/2010/syokugyo.php
(80) 安渓遊地・盛口満編『田んぼの恵み：八重山のくらし』第 3 章「波照間島・天水田と畑」
　2010 年　聞き書き・島の生活誌③
(81) 註 21、ｐ 223 ～ 226 参照
(82) 野村純一「ユングトクと早物語―『神の座のスル』に寄せて―」『星砂の島』第 6 号
















(84) 阿佐伊孫良「最近の竹富島の変貌を見る」『星砂の島』第 13 号　2011 年 11 月　全国竹
富島文化協会
(85) 西山徳明「竹富島の集落はなぜ美しいか：その２」『星砂の島』第 8 号　2004 年 6 月　
全国竹富島文化協会
(86) 註 35 論説
(87) 上勢頭亨『竹富島誌』民話・民俗編　ｐ 145　1976 年
(88) 『竹富町史 第２巻竹富島』第５章「信仰と祭事行事歴史と伝承」第５節（執筆：狩俣恵
一）p504 ～ 511 参照。  2011 年 竹富町史編集委員会




    www.bunka.go.jp/bunkazai/shoukai/keikan/index.html　
(92) 註 72 文書
(93) 文化庁文化財部記念物課『農林水産業に関連する文化的景観の保護に関する調査研究
（報告）』2003 年。：2005 年『日本の文化的景観』に収録　
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